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要 旨 

 

障害は、開発経済学において極めてマイナーな研究対象で、貧困に関る実証研究の視

野から外れている。その結果、効果的な障害者政策・プログラムに不可欠なエビデンス

に基づく政策形成（EBPM）の視野から外れている。本書の狙いは、こうした現状を鑑み、

障害に関る実証開発経済学の可能性を探ることである。 

そのために、次の３つの研究方法を採用する。まず第２章で、実証研究の概念的フレ

ームワークを構築する。障害が及ぼす影響と障害者に対する介入の効果の両方を包括す

るものである。前者は障害から貧困への因果関係について、後者はその悪影響に対処す

るための政策介入の効果についてである。第３章では、社会科学における途上国の障害

者に関する計量的実証研究について文献レビューを行う。個人・家計レベルのミクロデ

ータを使った因果分析に焦点を当てる。第４、５章で、著者が旧紛争国であるカンボジ

アとルワンダで実施した障害に関する５つの因果分析による実証研究を、実証分析フレ

ームワークをもとに体系化する。障害者に対する介入では、職業訓練に焦点を当てる。

各研究について、研究プロジェクトのバックグラウンド（第４章）、研究デザイン・デ

ータそして分析結果（第５章）を報告する。続く第６章で、文献レビューならびに５つ

の実証研究をもとに、障害と貧困の連関（障害の影響）、それを解消する介入（職業訓

練）について体系的に考察する。最後に、第７章で総括する。 

主に次の知見が得られた。第一に、実証分析フレームワークは、動学的因果構造並び

に実証分析の課題を整理するのに効果的で、障害に限らず、社会的弱者に柔軟に適用す

ることができる。第二に、実証分析における障害特有の課題による制約が大きく、障害

の影響に関する因果分析は依然として極めて限られている。対照的に、障害者に対する

介入の効果については、フィールド実験を含めた因果分析の萌芽が見られる。第三に、

著者による障害に関る実証研究は、こうした動きを先導したものである。障害者対象の

職業訓練を扱い、障害スティグマをアウトカムとして取り上げ、因果関係のメカニズム

（経路）を検証している点で、既存研究と一線を画している。複数の研究を比較するこ

とで、内的・外的妥当性のトレードオフの問題、特定のセッティングに応じた準実験の

デザイン、職業訓練の強い経済効果、その一方で障害スティグマとウェルビーイングに

効果がないこと等、体系的な知見が導かれた。 

開発経済学にとって、障害は限定的なトピックではなく、広く社会的弱者についての

研究に貢献する可能性・発展性を秘めている。研究の蓄積が極めて限られているだけに、

新しい研究が、EBPMの基盤、それに基づく政策デザインに貢献する余地が大きい。 

以 上 


